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１．研究成果の概要 

 会社計算規則では、相当の償却が求められている。この相当の償却とは、規則的な償却を意味する。中小企

業会計指針でも、毎期継続して規則的な償却を行うとしている。国税庁統計年報書（平成 22 年度版）によれ

ば、資本金 1 億円以下の中小企業の 73％が赤字企業であることから、規則的償却は無意味であることが推察

される。理由は、欠損期間が限定的であるからだ。この制度リスクがある限り規則的償却は、中小企業の存続

に不利益をもたらすものである。 

 SDGs の視点より建物の早期償却を推奨しても、この制度リスクにどのように対峙するかが問題となる。日

本の繰越欠損期間は 10 年、米国が 20 年、イギリス等が半永久なので、日本が短すぎることを単に批判しても

面白味がない。中小企業を他の視点で捉えなおしてから、制度リスクを批判する手法を検討している。その意

味で方向性は誤っていないが、一部遅れが生じている所以である。 
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